
今年度の見直しの進め方
第34回
(8月3日)

○基本計画の見直しについて
○脆弱性評価に用いるフローチャート分析手法について
○８つの事前に備えるべき目標について（たたき案）
○45の最悪の事態について（たたき案）

第35回
(9月6日)

○８つの事前に備えるべき目標について(草案）
○45の最悪の事態について(草案)
○脆弱性評価を進めるうえでのフローチャート作成の考え方について

第36回・第37回
(9月～11月)

○有識者からのヒアリング
・被災者の生活支援、健康管理 ・復興への備え
・ICTの災害対応活用 ・人材育成の推進
・官民連携 ・「民」主導の強靱化の取組み など

第38回
(12月)

○脆弱性（予備）評価の結果について
○重点化すべきプログラムの選定について
○基本計画の見直しにあたり特に配慮すべき事項について

第39回
(H30年2月)

○次期基本計画の主な推進項目について

第40回
(H30年3月)

○アクションプラン2018について（スケジュール、方針等）
○脆弱性評価指針について（素案タタキ）

並行して

第41回
(H30年4月頃)

○脆弱性評価の指針について（素案決定）

フローチャートを用いた
脆弱性(予備)評価の
検討【ＷＧ】

H30年度以降

◆脆弱性評価の指針（国土強靱化推進本部決定）
◆脆弱性評価の結果（国土強靱化推進本部報告）
◆次期基本計画（閣議決定）
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